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NO.２２５ 

２
日
連
続
の
ノ
ー
ベ
ル

賞
受
賞
で
日
本
中
が
沸

き
か
え
り
ま
し
た
。
医
学

生
理
学
賞
の
大
村
智
氏
は
、
感

染
す
る
と
失
明
の
恐
れ
も
あ
る

熱
帯
病
な
ど
の
治
療
薬
を
開
発

し
ま
し
た
。
毎
年
２
億
人
以
上

が
救
わ
れ
て
い
ま
す
。
物
理
学

賞
の
梶
田
隆
章
氏
は
、
素
粒
子

の
中
で
も
、
多
く
の
謎
が
残
る

ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
に
質
量
が
あ
る

こ
と
を
発
見
し
ま
し
た
。
宇
宙

の
根
本
的
な
成
り
立
ち
を
解
く

鍵
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

「
科
学
者
は
人
の
た
め
に
や

る
こ
と
が
大
事
だ
」（
大
村
氏
）、

「
こ
の
研
究
は
何
か
す
ぐ
役
に

立
つ
も
の
で
は
な
い
が
、
人
類

の
知
の
地
平
線
を
拡
大
す
る
よ

う
な
も
の
」
（
梶
田
氏
）
…
地

道
な
研
究
を
積
み
重
ね
、
人
類

へ
の
計
り
知
れ
な
い
貢
献
を
も

た
ら
し
た
両
氏
の
言
葉
で
す
。 

近
年
、
研
究
開
発
資
金
が
削

ら
れ
る
な
か
で
、
研
究
現
場
で

の
雇
用
不
安
や
基
礎
研
究
力
の

低
迷
な
ど
、
深
刻
な
事
態
が
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
個
人
の
尊

厳
を
大
切
に
し
て
夢
や
ロ
マ
ン

を
育
む
と
と
も
に
、
若
手
研
究

者
が
長
期
に
わ
た
り
、
根
気
強

い
探
求
と
独
創
性
の
あ
る
基
礎

研
究
を
で
き
る
よ
う
支
援
の
抜

本
的
強
化
が
望
ま
れ
ま
す
。 

こ
ん
な
に
危
険
な
戦
争
法
は
廃
止

し
か
な
い 

戦
争
法
は
米
国
の
戦
争
に
、い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、
ど
ん
な
戦
争
で
も
自
衛
隊
が

参
戦
・
支
援
す
る
も
の
で
す
。
憲
法
９
条

が
禁
じ
る
国
際
紛
争
解
決
の
た
め
の
武
力

行
使
を
可
能
と
す
る
も
の
で
、
最
悪
の
違

憲
立
法
は
廃
止
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。 

戦
争
法
廃
止
の
歩
み
は
止
ま
ら
な
い 

安
倍
自
公
政
権
は
、
空
前
の
規
模
で
広

が
っ
た
国
民
の
運
動
と
６
割
を
超
す
「
今

国
会
で
の
成
立
に
反
対
」
と
い
う
国
民
世

論
に
背
い
て
、
９
月
19
日
未
明
、
戦
争
法

を
強
行
成
立
さ
せ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
２

カ
月
。
学
生
や
学
者
、
マ
マ
、
弁
護
士
、

労
働
者
ら
が
、
「
民
主
主
義
を
守
れ
」
と
、

全
国
各
地
で
集
会
や
デ
モ
、
講
演
会
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
を
行
う
な
ど
、
新
た
な

う
ね
り
を
み
せ
て
い
ま
す
。 

 

日
本
共
産
党
が
「
戦
争
法
（
安
保
法

制
）
廃
止
の
国
民
連
合
政
府
」
の

実
現
を
よ
び
か
け
る
「
提
案
」
を
発
表 

戦
争
法
強
行
成
立
の
直
後
に
発
表
し
た

「
提
案
」
の
３
項
目
で
す
。 

 
 

❶
戦
争
法
廃
止
、
安
倍
政
権
打
倒

の
た
た
か
い
を
発
展
さ
せ
る 

❷
戦
争
法
廃
止
の
「
国
民
連
合
政

府
」を
つ
く
る 

❸
政
権
構
想
に
合
意
し
た
野
党
が

選
挙
協
力
を
す
る 

「
戦
闘
地
域
」
で
の
軍
事
支
援
が
拡
大 

大河大河大河   

戦
争
法
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
非
戦
闘

地
域
」
と
い
う
「
歯
止
め
」
を
な
く
し
、

自
衛
隊
が
「
戦
闘
地
域
」
に
踏
み
込
ん
で

「
後
方
支
援
」で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。 

▼
「
戦
闘
地
域
」
に
派
兵
す
れ
ば
、
殺
し

殺
さ
れ
る
危
険
が
決
定
的
に
高
ま
る 

▼
「
後
方
支
援
」
と
は
国
際
的
に
は
兵
站

で
、
武
力
行
使
と
一
体
不
可
分
で
す 

▼
兵
站
ほ
ど
狙
わ
れ
や
す
い
…
米
陸
軍
死

傷
者
の
10
～
12
％
は
補
給
任
務
で
す 

▼
無
制
限
の
武
器
使
用
・
弾
薬
提
供
の
危

険
…
法
文
上
は
核
兵
器
の
輸
送
も
排
除

さ
れ
て
い
ま
せ
ん 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【
２
ペ
ー
ジ
へ
続
く
】 

【
朝
日
新
聞
の
世
論
調
査
】 

共
産
党
が
提
案
す
る 

「
野
党
の
選
挙
協
力
に
期
待
し
て
い
る
」 

48
％ 

戦争法（安保法制）廃止、立憲主義を取り戻す 

「国民連合政府」の実現を！ 
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【
１
ペ
ー
ジ
よ
り
】 

を
圧
倒
的
多
数
の
賛
成
で
採
択

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
日
本
の
政

労
使
代
表
も
賛
成
し
ま
し
た
。

労
働
組
合
は
、
こ
の
新
勧
告
を

積
極
的
に
活
用
し
、
正
規
雇
用

の
促
進
に
本
腰
を
入
れ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。 

戦
争
法
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

実
行
法 

日
米
両
政
府
は
、
４
月
に
、

自
衛
隊
を
地
球
的
規
模
で
米

軍
の
戦
争
に
参
戦
さ
せ
る
な
ど

の
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
軍
事
協

力
の
指
針
）を
合
意
し
ま
し
た
。

戦
争
法
は
、
そ
の
実
効
性
を
法

的
に
担
保
す
る
た
め
の
も
の

で
、「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
実
行
法
」

が
本
質
で
す
。
そ
し
て
、
憲
法

を
日
米
同
盟
に
従
属
さ
せ
、
若

者
の
血
を
米
国
に
さ
さ
げ
る
究

極
の
対
米
従
属
法
で
す
。 

経
団
連
が
軍
拡
提
言 

経
団
連
は
、
戦
争
法
成
立
直

前
に
「
防
衛
産
業
政
策
の
実
行

に
向
け
た
提
言
」
を
発
表
し
ま

し
た
。
そ
の
中
で
、
戦
争
法
が

軍
事
産
業
の
利
益
拡
大
の
ビ
ッ

ク
チ
ャ
ン
ス
と
ば
か
り
に
、
安

倍
政
権
に
軍
事
費
拡
大
と
、
東

ア
ジ
ア
諸
国
な
ど
へ
の
武
器
輸

出
を
迫
っ
て
い
ま
す
。
戦
争
を

す
る
国
づ
く
り
は
、
国
民
生
活

を
疲
弊
さ
せ
、
経
済
の
土
台
を

掘
り
崩
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

だ
っ
た
業
務
（
26
業
務
）
ご
と

の
期
間
制
限
を
な
く
し
、
派
遣

労
働
者
を
切
れ
目
な
く
受
け
入

れ
る
こ
と
を
可
能
と
し
た
こ
と

で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
い
っ
そ

う
大
規
模
に
、
か
つ
公
然
と
、

正
社
員
を
派
遣
労
働
者
に
置
き

換
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
と
と
も
に
、
派
遣
労
働
者

に
「
生
涯
ハ
ケ
ン
」
を
押
し
つ

け
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
歴
史
的
大
改
悪
で
す
。  

「
み
な
し
雇
用
制
度
」
を

骨
抜
き
に  

さ
ら
に
、
10
月
１
日
か
ら
始

ま
る
は
ず
で
あ
っ
た
「
み
な
し

雇
用
制
度
」
（
期
間
制
限
違
反

の
労
働
者
が
正
社
員
に
な
る

道
）
を
、
そ
の
直
前
に
、
財
界

の
強
い
要
請
で
骨
抜
き
に
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。こ
の
法
律
は
、

派
遣
労
働
者
保
護
法
で
は
な
い

こ
と
を
露
骨
に
示
し
た
も
の
と

言
え
ま
す
。  

Ｉ
Ｌ
Ｏ
新
勧
告
の
実
施
を 

今
年
６
月
に
開
催
さ
れ
た
Ｉ

Ｌ
Ｏ
総
会
は
、
非
正
規
労
働
か

ら
正
規
雇
用
へ
の
転
換
を
促
進

す
る
「
勧
告
」
（
第
２
０
４
号
） 

「
生
涯
ハ
ケ
ン
」
「
正
社
員
ゼ
ロ
社
会
」
の
派
遣
法
が
施
行 
Ｐ
Ｋ
Ｏ
法
改
定 

戦
乱
地
域
で
治
安
維
持
活
動 

集
団
的
自
衛
権 

侵
略
国
の
仲
間
入
り
は
許
さ
れ
ぬ 

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
展
開

し
、
13
年
間
で
約
３
５
０
０
人

が
死
亡
し
た
国
際
治
安
支
援
部

隊
（
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｆ
）
の
よ
う
な
活

動
に
参
加
す
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。 

日
本
が
ど
こ
か
ら
も
攻
撃
さ

れ
て
い
な
い
の
に
、
他
国
に
武

力
行
使
す
る
の
が
集
団
的
自
衛

権
行
使
で
す
。
米
国
の
先
制
攻

撃
の
戦
争
で
も
発
動
が
あ
り
う

る
こ
と
ま
で
国
会
論
戦
で
明
ら

か
な
り
ま
し
た
。 

立
憲
主
義
を
根
底
か
ら

破
壊 ど

ん
な
政
権
で
あ
っ
て
も
、

憲
法
の
枠
の
な
か
で
政
治
を
行

う
の
が
立
憲
主
義
で
す
。
安
倍

政
権
は
、
歴
代
政
権
が
「
憲
法

９
条
の
も
と
集
団
的
自
衛
権
は

行
使
で
き
な
い
」
と
し
て
き
た

憲
法
解
釈
を
、
一
片
の
閣
議
決

定
で
く
つ
が
え
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
「
法
の
支
配
」
を
な
い

が
し
ろ
に
す
る
政
治
の
行
き
着

く
先
は
、
独
裁
政
治
で
す
。 

「
個
人
の
尊
厳
」を
大
切

に
す
る
社
会
を
つ
く
り

ま
し
ょ
う 

今
日
、安
倍
政
権
に
よ
っ
て
、

戦
争
法
だ
け
で
な
く
、
沖
縄
、

原
発
、
労
働
、
税
と
社
会
保
障 

の
あ
ら
ゆ
る
問
題
で
「
個
人
の

尊
厳
」
が
踏
み
に
じ
ら
れ
て
い

ま
す
。
国
民
一
人
ひ
と
り
に

と
っ
て
立
憲
主
義
を
取
り
戻
す

こ
と
は
、
「
個
人
の
尊
厳
」
を

守
り
、
大
切
に
す
る
社
会
を
つ

く
る
こ
と
で
す
。
カ
ギ
は
「
世

論
と
運
動
」
で
す
。
み
ん
な
で

力
を
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。 

通
常
国
会
で
与
党
が
強
行

可
決
し
た
改
正
労
働
者
派
遣

法
が
９
月
30
日
に
施
行
さ
れ

ま
し
た
。（
主
な
改
正
内
容
は
３

ペ
ー
ジ
下
を
参
照
下
さ
い
。
） 

派
遣
法
の
大
原
則
を

投
げ
捨
て  

最
大
の
問
題
は
、
１
９
８
５

年
の
労
働
者
派
遣
法
成
立
以

来
30
年
間
「
臨
時
的
・
一
時
的

業
務
に
限
る
」
「
常
用
雇
用
の

代
替
と
し
な
い
」
と
す
る
大
原

則
を
投
げ
捨
て
、
制
度
的
保
証 

働
く
人
間
を
大
切
に
す

る
労
働
法
制
を  

今
ま
で
何
度
も
の
労
働
者
派

遣
法
の
改
悪
な
ど
に
よ
り
、
非

正
規
社
員
の
割
合
が
つ
い
に
４

割
に
達
し
ま
し
た
。
平
均
年
収

は
、
正
社
員
の
35
％
と
い
う
低

賃
金
で
す
。
こ
の
こ
と
が
、
個

人
消
費
の
低
迷
を
招
き
、
景
気

回
復
の
阻
害
と
な
り
、
さ
ら
に

は
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
の
存
在
基
盤

と
も
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ま

ま
で
は
、
と
ん
で
も
な
く
不
安

な
社
会
に
な
り
ま
す
。  

い
ま
必
要
な
こ
と
は
、
不
当

な
差
別
や
格
差
を
な
く
す
均
等

待
遇
や
、
正
社
員
化
な
ど
を
す

す
め
る
労
働
者
派
遣
法
の
抜
本

改
正
で
す
。
そ
れ
は
、
経
済
と

産
業
の
ま
と
も
な
発
展
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。  

http://www.jcp.or.jp/web_download/poster_1/2015_2/201510-sensoho_A2_p.pdf
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日
本
国
内
で
住
民
登
録
し
て

い
る
人
全
員
に
12
桁
の
番
号

を
割
り
振
り
、
国
が
情
報
を
一

元
管
理
す
る
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

(

社
会
保
障･

税
番
号)

｣

が
施

行
さ
れ
、
10
月
末
か
ら
住
民
に

番
号
を
通
知
す
る
カ
ー
ド
の
郵

送
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。 

配
達
間
違
い
な
ど
の
事
故
が

相
次
ぐ
一
方
、
自
分
の
番
号
を

受
け
取
る
こ
と
す
ら
で
き
な

い
人
が
多
発
す
る
恐
れ
が
あ

る
中
で
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。 

Ｑ 

通
知
カ
ー
ド
が
き
た

ら
？ 

Ａ 

大
事
に
保
管
し
て
。

個
人
カ
ー
ド
は
任
意  

「
番
号
通
知
カ
ー
ド
」

は
、
市
区
町
村
か
ら
世
帯
主

宛
に
人
数
分
が
簡
易
書
留
で

届
き
ま
す
。
番
号
を
他
人
に

知
ら
れ
な
い
よ
う
に
大
切
に

保
管
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。 

通
知
カ
ー
ド
と
一
緒
に
「
個

人
番
号
カ
ー
ド
」
の
交
付
申
請

書
も
同
封
さ
れ
て
い
ま
す
が
、申

請
は
任
意
で
、
通
知
カ
ー
ド
が
あ

れ
ば
行
政
手
続
き
な
ど
問
題
も

な
く
で
き
ま
す
。利
用
は
来
年
１

月
か
ら
に
な
り
ま
す
。 

Ｑ 

番
号
の
使
わ
れ
方
は
？  

Ａ 

社
会
保
障
抑
制
等
に
活

用
。
な
し
崩
し
に
拡
大 

医
療
保
険
や
介
護
保
険
、
雇 

用
保
険
な
ど
社
会
保
障
、
確
定

申
告
な
ど
の
税
分
野
、
被
災
者

生
活
再
建
支
援
金
な
ど
の
災

害
対
策
の
手
続
き
で
使
い
ま

す
。
年
金
の
連
携
は
個
人
情
報

の
流
出
問
題
を
受
け
て
当
面
延

期
さ
れ
ま
し
た
。 

事
業
所
の
従
業
員
は
、
給
与

な
ど
の
書
類
に
番
号
を
記
載

す
る
た
め
番
号
の
提
供

が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

国
は
、
行
政
機
関
が

そ
れ
ぞ
れ
持
っ
て
い
る

個
人
情
報
を
共
通
番
号

で
つ
な
ぎ
、
税
・
社
会

保
険
料
の
徴
収
強
化

や
社
会
保
障
給
付
の

抑
制
な
ど
に
使
え
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。 

施
行
前
に
、
新
た
に

預
貯
金
口
座
や
特
定
健

診
な
ど
に
も
利
用
拡
大

を
決
め
ま
し
た
。
政
府

は
、
幅
広
い
個
人
情
報
を

集
め
る
た
め
、な
し
崩
し

に
利
用
対
象
の
拡
大
を
ね

ら
っ
て
い
ま
す
。 

Ｑ 

国
民
に
メ

リ

ッ

ト

は
？ 

Ａ 

ほ
と
ん
ど

メ
リ
ッ
ト

な
く
危
険

性
大
き
く 

 

合
は
原
則
３
年
が
限
度
と
な 

り
、３
年
を
超
え
て
受
け
入
れ 

る
場
合
は
、派
遣
先
の
事
業
所

の
過
半
数
労
働
組
合
等
か
ら

意
見
を
聞
く
必
要
が
有
る 

②
派
遣
労
働
者
個
人
単
位
の

場
合
は
、
３
年
が
限
度
と
な

り
、３
年
経
過
後
は
課
を
変
え

れ
ば
同
じ
人
の
派
遣
は
可
能
。

別
の
人
の
場
合
は
引
き
続
き

同
じ
課
へ
の
派
遣
は
可
能 

た
だ
し
、派
遣
元
事
業
主
に
無

期
雇
用
さ
れ
る
場
合
、あ
る
い

は
60
歳
以
上
の
派
遣
労
働
者

の
場
合
等
は
期
間
制
限
が
か

か
ら
な
い 

▼
派
遣
元
は
、派
遣
労
働
者
の
派

遣
終
了
後
の
雇
用
を
継
続
さ

せ
る
た
め
の
雇
用
安
定
措
置

（
派
遣
先
へ
の
直
接
雇
用
の

依
頼
、
新
た
な
派
遣
先
の
提

供
、
派
遣
元
事
業
主
に
よ
る
無

期
雇
用
等
）
を
講
じ
る 

▼
派
遣
労
働
者
が
希
望
す
る
場

合
に
は
、派
遣
元
業
主
は
待
遇

の
確
保
の
た
め
に
考
慮
し
た

内
容
（
派
遣
先
の
賃
金
水
準
、

教
育
訓
練
、
福
利
厚
生
施
設

の
利
用
等
）
を
、
本
人
に
説
明

す
る
義
務
を
負
う 

個
人
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
所
得

証
明
書
の
添
付
が
い
ら
な
い
な

ど
手
続
き
の
一
部
が
省
略
で
き

る
程
度
で
す
。
逆
に
、
個
人
情

報
を
国
が
集
め
て
行
政
一
般
に

利
用
す
る
た
め
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
侵
害
、
情
報
漏
え
い
、「
な

り
す
ま
し
」
被
害
な
ど
デ
メ

リ
ッ
ト
は
重
大
で
す
。 

韓
国
で
延
べ
一
億
人
分
の
顧

客
情
報
が
流
出
、
ア
メ
リ
カ
で

は
年
間
９
０
０
万
件
を
超
え
る

な
り
す
ま
し
犯
罪
が
起
こ
る
な

ど
、各
国
で
も
問
題
噴
出
で
す
。

英
国
で
は
、
成
立
し
た
国
民
Ｉ

Ｄ
カ
ー
ド
法
を
２
０
１
０
年
に

恒
常
的
な
人
権
侵
害
装
置
だ
と

し
て
廃
止
し
、
収
集
し
た
個
人

デ
ー
タ
を
廃
棄
し
ま
し
た
。 

中
止
こ
そ
が
国
民
の
利
益 

制
度
導
入
に
３
０
０
０
億
円
、

そ
の
後
年
間
３
０
０
億
円
、
民

間
事
業
者
負
担
も
入
れ
て
、
経

費
１
兆
円
と
も
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
独
占
的
に
受
注
し
て
い
る

日
立
製
作
所
、
富
士
通
、
Ｎ
Ｅ

Ｃ
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
ー
の
４
社

は
、
５
年
間
に
自
民
党
の
政
治

資
金
団
体
に
２
億
４
０
５
０

万
円
の
献
金
を
す
る
な
ど
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
関
連
事
業
は
天
下

り
や
政
官
財
の
癒
着
の
温
床
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

▼
労
働
者
派
遣
事
業
が
許
可
制

に
一
本
化 

 

新
た
な
許
可
基
準
❘
派
遣
労

働
者
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援

制
度
を
有
す
る
こ
と
、無
期
雇

用
派
遣
労
働
者
を
労
働
者
派

遣
契
約
の
終
了
の
み
を
理
由

と
し
て
解
雇
で
き
る
旨
の
規

定
が
な
い
こ
と
等 

 

▼
「
専
門
26
業
務
」
の
期
間
制
限

を
廃
止
し
、次
の
二
つ
の
期
間

制
限
を
適
用
す
る
仕
組
み
に

改
め
た 

①
派
遣
先
事
業
所
単
位
の
場 

マイナンバー  このままの 
本格運用はあまりに危険だ！ 

改
正
労
働
者
派
遣
法
の
主
な
内
容 

大
企
業
の
儲
け
の
た
め
に
、

国
民
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
危
機

に
さ
ら
す
な
ど
、
国
民
の
不
利

益
を
も
た
ら
す
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

は
、
凍
結
・
中
止
す
べ
き
で
す
。   

 

現行  改悪 

原則１年 
３年まで 

部署変更 人を交代 

３年超は不可 

専門業務は 
制限なし 

有期契約 

３年まで 

無期契約 

制限なし 



 

 

（４） は ぐ る ま   

台
風
の
時
は
早
く
帰
し
て
！ 

台
風
が
接
近
し
た
と
き
、
他

の
工
場
で
は
早
め
に
退
社
命
令

が
出
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。
し

か
し
、
西
神
戸
工
場
で
は
、
い

つ
も
17
時
退
社
で
す
。 

工
場
か
ら
明
石
や
西
神
へ
の

バ
ス
を
利
用
し
て
い
る
人
が
多

く
、
早
め
の
退
社
と
な
る
と
、

バ
ス
の
臨
時
増
便
が
必
要
と
な

る
の
で
難
し
い
と
い
う
こ
と
ら

し
い
で
す
。 

公
共
機
関
が
す
で
に
止
ま
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
る

の
で
、
早
め
に
退
社
で
き
る
対

策
が
望
ま
れ
ま
す
。 

（
西
神
戸
・
お
家
へ
帰
ろ
う
） 

真
の
「
心
の
健
康
づ
く
り
計
画
」

を
！ 西

神
戸
工
場
で
は
、
10
月
の

上
旬
で
無
災
害
記
録
３
年
を

迎
え
た
。 

し
か
し
、
メ
ン
タ
ル
不
調
に

よ
る
長
欠
者
（
30
日
以
上
）
件

数
は
、
２
０
１
１
年
か
ら
14
年

の
調
査
で
は
、
12
～
14
件
で

推
移
し
（
川
重
平
均
の
約
２

倍
）
、
疾
患
別
長
欠
者
件
数
の

69
％
を
占
め
て
い
る
（
川
重
平

均
は
40
％
）
。 

健
康
推
進
セ
ン
タ
ー
へ
の
相

談
内
容
は
、
仕
事
の
量
や
質
、

仕
事
の
適
合
性
、
職
場
の
人
間

関
係
が
主
と
な
っ
て
い
る
。 

会
社
は
、
メ
ン
タ
ル
不
調
者

ゼ
ロ
を
目
指
し
て
『
心
の
健
康

づ
く
り
計
画
』
と
い
う
冊
子
を

配
布
し
た
が
、
長
時
間
労
働
や

サ
ー
ビ
ス
残
業
な
ど
の
職
場
環

境
を
改
め
な
け
れ
ば
、
減
る
こ

と
は
な
い
だ
ろ
う
。 

 
 
 
 
 

（
西
神
戸
・
Ｚ
） 
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創
立
記
念
日 

気
分
と
お
腹
は

大
満
足 

創
立
記
念
日
の
食
堂
は
大

賑
わ
い
で
し
た
。
特
に
ト
ン
カ

ツ
の
コ
ー
ス
は
長
蛇
の
列
が
食

堂
の
外
ま
で
伸
び
る
ほ
ど
で
し

た
。
長
い
時
間
並
ん
で
特
別
メ

ニ
ュ
ー
の
ト
ン
カ
ツ
を
ゲ
ッ
ト

し
た
人
は
誇
ら
し
そ
う
に
見
え

ま
し
た
。 

魚
コ
ー
ス
は
ブ
リ
の
照
り
焼

き
で
し
た
が
、
こ
ち
ら
も
脂
が

良
く
の
っ
た
、
皿
か
ら
は
み
出

し
そ
う
く
ら
い
の
特
大
の
ブ
リ

で
し
た
。 

ど
の
コ
ー
ス
に
も
デ
ザ
ー
ト

に
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
が
つ
い
て

い
ま
し
た
。
「
創
立
記
念
特
別

メ
ニ
ュ
ー
」
に
嘘
偽
り
の
無
い

大
満
足
の
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
で
し

た
。 
 
 

（
明
石
・
サ
バ
男
） 

勤
続
表
彰 

昔
話 

昔
々
、
今
か
ら
30
年
以
上
前

の
時
代
に
、
勤
続
20
、
30
年
の

表
彰
式
が
、
創
立
記
念
日
に
、

川
重
健
保
の
東
山
体
育
館
（
川

崎
病
院
の
向
い
に
建
っ
て
い
た

が
阪
神
淡
路
大
震
災
で
被
害
を

受
け
閉
鎖
、
解
体
）
で
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。 

該
当
者
は
、
当
日
特
別
休
暇

を
貰
い
、
関
東
地
区
な
ど
全
工

場
か
ら
同
期
入
社
の
人
達
が
表

彰
式
に
参
加
し
ま
し
た
。
表
彰

式
が
終
わ
る
と
体
育
館
の
あ
ち

ら
こ
ち
ら
で
、
そ
れ
ぞ
れ
懐
か

し
い
人
と
の
お
喋
り
で
盛
り
上

が
り
、
そ
の
う
ち
別
の
場
所
で

も
っ
と
話
そ
う
と
い
う
事
に
な

り
、
昼
間
か
ら
思
い
思
い
に
飲

み
会
へ
と
体
育
館
を
後
に
し
た

そ
う
で
す
。
ほ
ん
と
に
懐
か
し

い
話
で
す
。
今
は
こ
ん
な
事
は

な
い
で
す
が
。  

 

（
神
戸
・
昔
を
知
る
Ｓ
Ｉ
） 

関
係
会
社
の
組
織
化
に
期
待
！ 

川
重
労
組
ニ
ュ
ー
ス
第
１
７

８
２
号
で
「
明
石
工
場
の
関
係

会
社
の
組
合
設
立
（
加
入
）
に

向
け
組
織
化
し
た
い
」
旨
の
記

事
を
読
み
ま
し
た
。 

明
石
工
場
内
に
は
組
合
が
な

い
た
め
働
く
条
件
な
ど
で
苦
労

す
る
仲
間
（
ケ
ー
テ
ッ
ク
、
ベ

ニ
ッ
ク
、
川
重
テ
ク
ノ
、
川
重

サ
ー
ビ
ス
な
ど
）
が
た
く
さ
ん

い
ま
す
。
長
年
の
夢
だ
っ
た
組

合
設
立
（
加
入
）
の
実
現
に
期

待
し
ま
す
。
が
ん
ば
っ
て
く
だ

さ
い
。 

（
明
石
の
バ
イ
ク
王
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

感
動
の
進
水
式
を
こ
れ
か
ら
も 

去
る
10
月
10
日
、
休
日
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
沢
山
の
人

に
見
守
ら
れ
て
ば
ら
積
み
船
が

進
水
し
た
。
初
め
て
見
た
人
か

ら
常
連
の
人
ま
で
も
が
、
間
近

で
見
る
船
の
大
き
さ
と
そ
の
す

ご
ー
い
迫
力
へ
の
感
動
を
口
に

し
た
。
「
船
底
っ
て
こ
う
な
っ

て
ん
や
ー
、
初
め
て
見
た
」
と 

読者の広場 

の
声
も
聞
こ
え
て
き
た
。
高
ぶ

る
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

こ
の
感
動
を
呼
ぶ
進
水
式
を
神

戸
の
地
で
続
け
て
い
く
こ
と

は
、
や
り
が
い
の
あ
る
大
き
な

仕
事
、
と
自
負
す
る
瞬
間
だ
。 

今
後
は
、
さ
ら
に
大
き
な
ガ

ス
船
に
も
期
待
を
！ 

 

（
神
戸
・
か
わ
さ
き
マ
ン
） 

 


